
歯周病菌：大事な口のケア インフル感染助長する可能性 

 
口の中にある歯周病菌の一つが、その人のインフルエンザウイルス感染を助長している可能

性があるとの研究結果を、日本大の落合邦康教授（口腔＝こうくう＝細菌学）らのチームがま

とめた。口の中の細菌には、タミフルなどの抗ウイルス薬を効きにくくしたり、ウイルスの増殖を

助けたりするものもあり、インフルエンザ対策での口のケアの重要性がますます注目される。 

インフルエンザウイルスは、人の細胞表面にくっつくと細胞内に取り込まれるが、そのままでは

感染する能力がない。増殖するためには、人の細胞内外にある特定の酵素の働きで、ウイル

ス表面のたんぱく質に変化が起きることが必要になる。 

 日本歯周病学会で成果を報告したチームは、昨冬流行した高齢者が重症化しやすいＡ香港

型（Ｈ３Ｎ２）ウイルスで実験。このウイルスは呼吸器系の細胞にある酵素の働きで感染能力を

得ることが分かっているが、細胞とウイルスに歯周病の原因となる「ジンジバリス菌」の培養液

を混ぜると、呼吸器系にある酵素を混ぜた時と同じように、細胞へのウイルス感染が広がっ

た。 

 さらに、ジンジバリス菌が作る複数の酵素のうち「ジンジパインＲｐｇ」が、ウイルスに感染能力

を持たせることも突き止めたという。 

 落合教授は「高齢者は免疫力が弱まっており、口のケアが悪いと、インフルエンザ感染と重

症化の危険性が著しく増加する可能性がある」と指摘する。 

(毎日新聞 2015 年 06 月 23 日 より引用抜粋) 

このインフルエンザがきっかけとなり、歯や歯ぐきが痛んだりすることがあるのを知っていました

か？ 

(インフルエンザで免疫力の低下)  

 



歯ぐきから出血する、口臭がする、歯ぐきから膿が出る、歯ぐきが腫れて歯が痛いなどの歯周病

の症状は、睡眠不足や疲労で疲れているときや、インフルエンザや風邪をひいてしまったときなど、

免疫力が低下している時に症状がでてくることがあります。  

例えば、初期の歯周病にかかっている人がインフルエンザなどにかかると、普段の症状はとくにな

いのに、インフルエンザがきっかけとなり免疫力が低下することで、歯ぐきが腫れたり口臭がした

りして歯周病の症状が現れる可能性があります。  

(インフルエンザから蓄膿症や副鼻腔炎になった場合)  

 

風邪やインフルエンザになると蓄膿症や副鼻腔炎になる人が多いのですが、風邪菌やインフルエ

ンザウィルスが上顎洞の粘膜まで細菌感染すると上の奥歯にも炎症が起こり痛みがでたり、その

周囲にも痛みを感じることがあります。 

これは上の奥歯の根っこの部分と上顎洞の粘膜が非常に近い位置関係にあるために起こりま

す。 

(お口の中は清潔に) 

 

インフルエンザの感染経路には接触感染と飛沫感染があります。 



感染者がくしゃみや咳をした時に手で押さえ、その手で周りのものに触れてウィルスが付き、別の

人がそのものに触ってウィルスが手に付着します。その手で口や鼻などを触ると粘膜から感染し

ます。これを接触感染といいます。 

飛沫感染は、感染者がくしゃみや咳をつばなどの飛沫と一緒にウィルスを放出することで別の人

がウィルスを口や鼻から吸い込んで感染してしまうことです。 

このように接触感染、飛沫感染ともにインフルエンザは口や鼻から感染します。 

うがいや歯磨きをあまりしない人は口の中が不潔になっているので、むし歯や歯周病などのもと

になる菌が増殖してそこにインフルエンザウィルスが混じり、滞留しやすくなるという説があるそう

です。 

健康なお口の中はだ液などの自浄作用が働きますが、免疫力が低下している時や、お口の中を

不潔にしている時はその機能が低下します。 

お口のケアを実施した人としてない人のインフルエンザ発症率を比較すると、お口の中をケアした

人の発症率が 10 分の 1 になったという報告もあるようです。 

忙しくて歯磨きをする時間がない時はうがいだけでもいいのでお口の中を少しでも清潔にするよう

にしましょう。 
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